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日 時 令和４年１０月２７日（木）１７時００分 ～ １８時００分 

会 場 広葉交流センター２Ｆ研修室 

出 席 者 数 ２０名 

市 出 席 者 吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、熊倉主事 

川村企画財政部長 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育部長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○統合で学校を建て替えるということになれば、どの場所に建て替えをする

予定なのか。 

【市教委】 ○学校の配置については、当然お子さんが通えるような場所に建てるという

ことになってきますが、特に団地においては学校を建てるに当たって、グ

ラウンドを含めて広大地の確保が必要と考えているため、団地から離れて

というよりは今ある学校の敷地の中で建て替えていくのが良いのではな

いかと、個人的な意見として思っております。 

【参加者】 ○遠くなった場合に小学生はスクールバスがあるとして、定時運行以外の時

間帯に下校する場合はバスの補助費は出るのか。交通費負担も問題になっ

てくると考えられる。 

【市教委】 ○仮に遠くなった場合のスクールバスについて、我々の方でまだ結論を持っ

ていないので、今後そういう話になれば、通学距離が長くなるお子さんの

負担の軽減策を並行して検討していくことになります。 

【参加者】 〇下校の時間が運動部・文化部の活動によってばらばらになる。その際に細

かく対応できるのか。共働きが多いので保護者が対応しきれないことも考

えられる。 

【市教委】 ○部活動の関係ですが、終わる時間が部によって様々で、小学校についても

１・２年生は少し早く下校するなど、どこまできめ細やかな対応ができる

のかという課題があります。また、子どもの安全面についても配慮が必要

と思っております。仮に統合という選択肢を選ぶのであれば、そこも含め

て不安の解消策を検討していく必要があると考えています。 

○北広島は５つの地区に分かれていることを念頭に置く必要があります。例

えば緑陽中学校と西部中学校を統合するということは考えにくいと思っ

ていますので、団地地区の中で完結できるような配置になろうかと思って

おりますが、場所や部活動の問題だけで収まらない可能性もあります。例

えば学童保育の問題や交通の問題等、複合的な問題が多く絡んでくるた
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め、各部門と連携しながら考えていく必要があります。現段階としては団

地地区の課題の一つとして、学校の適正規模・適正配置があるということ

をご認識いただけたらと思っています。 

【参加者】 ○説明があったかと思うが、小学校や中学校の施設の利用は市で７０年を目

安としていたか。 

【市教委】 ○これまで、学校の状態が良い学校であっても５０年で取り壊して建て替え

ていましたが、現在国では、状態の良い学校で長く使えるものは長く使う

というのが基本的な考えになっています。その中で北広島市については７

０年ということで考え方を整理しています。ただ、冒頭、部長の方から申

し上げたとおり、北広島市のまちが拡大した時期に各学校を建設している

ので、建て替え時期も似通ってしまうため、一斉に建て替えるのは難しく、

学校の状態をみながら、建て替え時期を検討する必要があると考えていま

す。 

○広葉中学校区の説明会でも同じ質問がありましたが、学校をつくるのにど

のくらいのお金がかかるかというと、約３０億円から４０億円の費用がか

かります。これは一般的な学校を建設する際の費用ですが、全国の状況を

見ると、例えば２階が学校で１階をコミュニティ施設とし、1階を地域の

方が使用し、地域の教育力を学校の授業に生かしている事例もあります。

このような場合は学校を建設する費用も変わってくると思います。北広島

市については各学校の建設時期が近いこともあり、建物の状態を踏まえ計

画的に行っていく必要があります。 

【参加者】 ○今お話があったように、予算を削りたいから学校を統合するということは

ないか。学校のあり方を考えて、予算がかかっても構わないという姿勢と

受け取って問題ないか。 

【市教委】 ○おっしゃるとおりです。この取組は、学校をより良くするため、子どもた

ちのための取組です。必要なものは必要なものでしっかり費用をかけると

いうのが基本的な考えです。 

【参加者】 ○先ほどの説明で児童生徒の推計予測があったが、高台町も高齢化している

ように感じる。私は札幌から出戻りで北広島にきたが、自分が中学生の時

は高台町から広葉中学校まで 25 分ほど歩いて通学した。距離を考えると

中学生はよいが、小学生はあまり長い距離を歩かせたくないと思う。また、

高齢化に伴い高齢者がマンション等へ住み替えをして、団地の空いた土地

に小さなお子さんをつれた家庭が入ってきていることもよく目にする。予

測が難しいが、若い世代が入って来たらもう少し増える可能性もあるの

で、１・２年様子を見ると数字に変化があるのではないかと考えている。 

【市教委】 ○おっしゃるとおりで、住み替えて空いたところに若い方が入ることは多い

と思います。実際、緑ヶ丘小学校も子どもの数が少し増えてきています。

しかしながら、住み替えのタイミングもありますが、なかなか予測できな

いところであり、今後の人口の推移は注視していかなければならないと考
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えています。例えば令和９年度１年生２６人という推計見込みですが、３

５人学級なので、２クラスになるには子どもが学年１０人以上転入する必

要があります。子どもの増加イコール学級が複数学級になるかという影響

も並行して見ていく必要があると考えております。転入して来られる方に

北広島の学校に通わせたいと、市外から選んでもらえるような学校の魅力

化も併せて検討していくものであります。 

【参加者】 ○具体的に緑陽中学校と広葉中学校の統合は検討されるべきかと思うが、現

状では、例えば中学校で野球をやりたい子どもが山手町にもいるが、緑陽

中学校では野球部がない。そのため広葉中学校を選ぶ子どももおり、部活

動の話でいくと通学距離等の問題に繋がる可能性があるのかなと思う。そ

ういった中学の統合と合わせて、高等学校についても考えていくべきでは

ないかと考える。北広島高校はボールパーク近辺にあり、教育環境で言う

と問題が出てくる可能性もある。築年数もかなり立っている。例えば広葉

中学校と緑陽中学校が統合して、空いた場所に北広島高校を移転するとい

う形もありえるかと思う。団地内の学校の統廃合においては高等学校も含

めて考えても良いのではないかと思う。 

【市教委】 ○学校ありきの部分で検討を進めている訳ではないが、学校の規模が小さく

なると先生の数が少なくなります。そうなると顧問の先生がいなくなって

部活動の選択肢も少なくなるということで、緑陽中学校は野球部がないの

で、野球部に入りたい子どもは広葉中学校に通ったり、サッカー部につい

ては、部活動が単独で持てないことから東部中学校、西の里中学校と合同

で行っていることも実情としてあります。また、仮に統合の選択肢があれ

ば、空いた場所、施設についても一緒に考えていく必要があり、いただい

た高等学校の件も一つのご意見として承りたいと思います。 

【参加者】 ○学校の統合について、いつまでに結論を出すと考えているか。今は先がわ

からないので、子どもの推計を出すことは難しい。結論を出すのは２年く

らい様子を見てからでもいいのではないか。 

【市教委】 ○いつまでに結論を出すのかということになりますが、冒頭、部長からの説

明にもありましたが、子どもの人口推移に注視するとともに学級数に影響

するのかどうかを見ていく必要があります。その中で先送りにすると、前

回の統合に７年間かかったこともあり、ある程度時間がかかる取り組みに

なると思いますので、今から検討を進めていく必要があると考えていま

す。検討を進めていく中で、子どもの数が増加する傾向があれば、答えあ

りきではなく、もう一度今の取組を点検する必要があると考えています。 

○学校だけで考えるのではなく、まちづくり全体の考えの中に学校が入って

くるということが大切と考えています。例えば部活動は国の方では地域移

行という形で来年から３か年を集中期間として地域の中に部活動を移行

する動きがあります。また、中学校の合併チームを 1 つにして全道大会を

戦うという動きもあります。ただし中体連は全国大会において合併チーム
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の出場を認めていないため、合併チームは全道大会までしか進むことがで

きません。こうなると国の考え方も注視して取り組んでいく必要がありま

す。状況が変化する中で、議論を先送りにするのではなく、様々な環境の

変化を注視しながらスタートさせないとならないと考えています。 

【参加者】 ○子どもの少子化については数年前から予測されていたが、少子化のデメリ

ットに対して地域の人は子どものために何ができるかと考えた際に、学校

教育と社会教育を連携させてはどうか。指導者の確保や経済的な面の課題

はあるが、地域の協力のもと、社会教育の方でスポーツや文化などを行う

場を設定するなど、少子化に対して学校と社会教育を連携することで子ど

もの育成に関与できるのではないか思う。 

【市教委】 ○地域学校協働活動ということも言われておりますが、緑陽中学校において

はコミュニティースクールで地域の皆様にご協力いただいており大変感

謝しています。子どもの数が減ると多様な人と触れる機会が持てず、昔は

3 世代で過ごしていたところが、今は核家族化で年配の方と触れ合う機会

がないので、そういった分は社会教育の方で力を借りながら機会を増やし

たいと思っています。その中で本市の方では、全市展開はできていません

が放課後子ども教室を行っており、放課後の時間に地域の方に来ていただ

き体験活動をしています。また、小学校であれば１５時３０分頃に学校が

終わって空いた体育館でいろいろな活動をする場として、複合的な利用も

有効と考えています。私が令和元年に東京都の北区の学校を視察した際の

話ですが、アルファベットの H 字型の校舎になっており、片側は職員室や

普通学級のある校舎、廊下を渡って片側が特別教室棟となっています。放

課後は間の廊下に鍵をかけて、片側を地域のための施設として活用してい

ました。この学校を利用する地域の陶芸サークルは学校教育の図工の時間

に子どもの教育に協力してくれて、一緒に陶芸をして交流をするという例

もありました。学校の施設のあり方という部分にも直結しますが、国の方

では学校を「共に創造する」と書いて共創空間という言い方をしています。

学校が学校教育の場から少し広げて、みんなが学び合えるような空間づく

りというコンセプトがあり、私としても非常に望ましいと考えています。 

【参加者】 ○現時点で子どもの人数が少ないので、今のうちから広葉中学校と緑陽中学

校が授業や部活動などで連携した取り組みを行うことはできないか。例え

ば ICT を活用して１人の先生が両方の学校で授業を行うといった具体的

な取り組みをしているか。 
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【市教委】 ○制度面を含めて具体的な取り組みまでは至っていませんが、例えば小中学

校同士の連携では移動時間等の負担といった課題をクリアしていく必要

があると思います。また、ICT については、GoogleMeet を使ってオンラ

インでやりとりすることができ、そういった授業の取り組みも少しずつ行

われています。小学校の例になりますが、東部小学校と北の台小学校は中

学校で東部中学校区にいくので、小学校のうちから交流しようということ

で、３年生の地域調べの学習で ICT を使ってお互いにオンラインで発表

し合うことも取り組んでいます。話し合い活動で人数が少ないのであれ

ば、広葉中学校と緑陽中学校同士でもオンラインで交流するといったこと

ができるようになっています。小規模におけるデメリットのお話がありま

したが、解消する手段として ICT は非常に効果的なツールであると考え

ています。 

 

５ 閉  会 

 

 


